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（３）調査員のコメント 

（資料提供：目黒信用金庫) 

【製造業】 
（1）廃業予定。 

(プラスチック板金  1名) 

（2）コロナ禍以降厳しい状況。資金面以外でも支援

していく。 

(貴金属加工  1名 パート 2名) 

（3）受注は増加しているが、人手が不足している。 

(車輌用電気部品加工  4名 パート 3名) 

（4）利幅が減少してきている。 

(ライニング製造  20名) 

（5）安定した売上げが確保できている。 

(トランス製造  20名) 

（6）売上げは順調に回復している。 

(トランク製造  1名) 

（7）新規事業を展開することで収益改善を目指して

いる。 

(工業用ヒーター製造  18名) 

（8）現状売上げに大きな変化はない。 

(合成樹脂  3名) 

（9）返済負担の軽減を支援していく。 

(計測器部品製造  1名) 

（10）輸入材料が高騰しているとのことであり、資金

繰りを支援していく。 

(ソレノイド等電子部品製造  3名) 

（11）家族２人の家族経営であり、現状を大きく変え

る事はない。 

(ろ過器製造  2名) 

（12）事業拡大した場合は後継者が長男のみであり

対応できないことから、現状を維持。 

(螺子製造  3名) 

（13）業況の良し悪しの差が大きい状況。 

(紙器、パッキング抜型製造  3名) 

（14）主力取引先にて、引き続き支援していく。 

(通信機器製造  9名) 

（15）主力先にて、引き続き積極的に支援していく。 

(製餡業  20名) 

 

 

（16）人手不足により個々の能力向上が課題。新たな

採用は難しい様子。 

(計測器製造  2名) 

（17）売上げはほぼ不動産収入であり、本業はほぼ稼

働していない。 

(船舶部品製造  3名) 

（18）固定客からの安定した受注があり、売上げは安

定している。 

(印刷業  3名) 

（19）製造コストが増加し減益。コスト削減と価格の

見直しを図っていく。 

(合成樹脂加工  6名 パート 3名) 

（20）借入金の返済負担を軽減したい。 

(通信機部品製造  15名 パート 6名) 

（21）地元固定客により売上げは安定している。 

(豆腐の製造販売  2名) 

 

 

【卸売業】 
（1）前期と業況に変わりはない。毎月の訪問により

動向を把握しご支援できるようにする。 

(木材卸売販売  3名) 

（2）売上げは安定している。 

(材木販売・卸  3名) 

（3）売上げは少しずつ回復している。 

(プラスチック材料卸  1名) 

（4）でんさいへの切り替え等支援していく。 

(包装資材卸売及び小売  0名 パート 1名) 

（5）同業者間でも売上げの減少に苦労している。 

(ダンボールパッケージング  5名) 

（6）近隣でチェーン店が増加する一方、取引先の中

小事業先が減っている。 

(包装用品販売  2名) 
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【小売業】 
（1）猛暑による人出の減少で来店客も減っている。 

(コンビニエンスストアー  17名 パート 54名) 

（2）売上げが年々下がっていることを懸念されてお

り、改善策を一緒に考えていく。 

(茶・海苔小売  3名) 

（3）仕入価格の上昇を価格転嫁できている。 

(生花・園芸用品販売  4名) 

（4）販売価格は決まっており裁量も限られているこ

とから、現状維持に努めている。 

(たばこ販売  1名) 

（5）家族経営で若手不在のため、今後のことを考え

ないといけない状況。 

(パン製造販売  4名 パート 1名) 

（6）引き続き支援をしていく。(米穀小売  3名) 

（7）不動産収入があり法人としては安定している。

本業でも収益を上げられるよう支援していく。 

(機械工具販売  1名) 

 

 

【サービス業】 
（1）人手不足が続いている。 

(美容院  11名) 

（2）制度変更により、仕事が集中し過ぎないように

なっている。 

(自動車整備・販売  6名) 

（3）予約制を導入し効率的に。 

(理容業  2名) 

（4）固定客の高齢化に不安を感じており、地域に根

差して営業していく。 

(理容業  4名) 

（5）新規顧客の獲得に努めている。 

(理容業  2名) 

（6）引き続き支援していく。 

(理容業  2名) 

（7）店舗至近の地元先にて引き続き支援をしていく。 

(理容業  2名) 

 

 
 

【建設業】 
（1）受注に応じて借入需要があれば随時支援してい

く。 

(建設業  3名) 

（2）資材の高騰と人手不足が続いている。下請けの

確保も難しい状況。 

(総合建設業  43名) 

（3）手形廃止の影響を受けており、資金繰りも改善

しない。 

(塗装業  5名) 

（4）今後も地元密着で事業を行っていき、業況にも

大きな変化はなし。 

(土木  5名) 

（5）人手不足が解消されていない。 

(塗装  8名) 

（6）資金繰りに苦労する状況。 

(建築  2名) 

（7）店舗至近の主力先にて、引き続き積極的に支援

していく。 

(建設  3名) 

 

 

【不動産業】 
（1）10月以降も大きく変化はなし。 

(不動産仲介  6名 パート 2名) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


